
参加ご希望の方は、メールか
info@sayohomme.com 下記連絡先まで！電

話は留守番電話にお願いします。

本目さよプロフィール

１９８２年３月１０日 うお座 O型 お茶の水女子大

学院修了 研究テーマは「母親の育児ストレスと父
親のサポートの関係」。子どもを育てるのがつらい
社会を変えたいと考え研究職を目指す。しかし、
もっと直接的に社会に働きかけたい思いから、IT企
業（株）NTTデータイントラマートに入社。一貫して

人事として、社員が働きやすい環境づくりにつとめ
る。皆が笑顔で暮らせる社会をつくるために、区政
にチャレンジ。２０１１年５月より台東区議会議員と
して、このまちで笑顔をつくるために働く。キャッチ
フレーズは「子育て、本命！（ほんめい）
党籍：民主党 会派：たいとうフロンティア
資格：保育士 趣味：空手
お気に入り：納豆・ハラマキ・チョコレート

【日時】 【場所】

９月２２日（日） 未定
問い合わせください！

本目さよ連絡先
〒110-0002 東京都台東区上野桜木2-1-9-6A

FAX 020-4666-1376
MAIL info@sayohomme.com

facebook

Twitter
Ameblo

「本目さよ」で検索してください！

http://twitter.com/SayoHomme
http://ameblo.jp/hommeisayo/

Website http://www.sayohomme.com/

「一般質問」で区長・教育長に３つの提案
１．区民の方々に対する情報公開のあり方と、これからさらに重要となる区民協働のための仕組みづくり、
２．人口動態にあわせた小学校・学童・保育園の配置、子どもの受動喫煙などの子どもが育つ環境につ
いて、３．区役所から働き方の変革をすすめるための男性の育児休業・ママインターン（女性の再就職
のための就業体験）の役所での実施の大きく３つの「台東区をよりよくするための提案」をしました。

必要な情報を伝えられる仕組みづくりを！

①やめる事業も説明を！
加算型ファミリー世帯家賃支援制度や、マイホーム
取得支援制度など、終了となった事業については、

区民にしっかりと説明がされていない。特にこれらの事業は前倒し
で終了になったこともあり、きちんと説明するべき、と提案しました

②子育て世帯向けHPやメルマガを！
時代の流れとともに、情報発信の仕方も必要に応じて変えていく
べき。広報たいとうなどの紙の情報発信は充実しているが、若い
世代がアクセスしやすい情報発信もしていったほうがよい。そこで
子育て世帯向けホームページとメールマガジンを提案しました。

③ オープンデータの促進を！
行政の情報を使いやすい形で一般に公開することを進めるべ
き！と提案しました。

④区民からの公募型共同事業を！
他の自治体では区民の方々からの提案をうけて区と区民が共に
事業をおこなう、公募提案型協働事業や情報技術を活用した協
働事業など、様々な取組みが行われている。
台東区でも、積極的にこのようなことをおこない、区民と一緒に住
みよい台東区をつくっていくべき、と提案しました。

子どもの人口増加にあわせ、保育園・学校の整備を！

①将来の人口増加を見越した学校整備を！
少子化を背景に、学校の統廃合を進めてきた。しかし、
地域によっては学校の教室数に対する子どもの人口

が上限に達しており、今後もマンション建設などによる人口増加に
対する準備はできていない。そこで将来に向けて、小学校の教室
整備やこどもクラブの待機児童防止施策について検討すべきと提
案しました。

②マンション建設のときには保育園を！
今後の大規模マンション建設に伴う保育需要の増加に対応するた
め、建設時における保育施設の併設について、区との協議の義務
付けを検討すべきと提案しました。

③こどもをたばこの害から守るべき！
台東区では、たばこ税は貴重な財源であり、たばこの販売促進を進
める一方で、分煙などのマナー啓発にも努めてきた。しかしながら、
通学路に設置された喫煙スポットなどがあり、たばこによる健康被害
や影響を考えると、子どもに対しては、多少なりとも住み分けをすべ
き、と提案しました。また、子どもに対する直接的なたばこの害を減ら
すため、親や妊産婦に対する禁煙指導を強化するべき、とあわせて
提案をしました。

区役所が働き方変革のリーダーに。

①「ママインターン」の取り組みを！
女性の再就職のきっかけとするために、国は中小企業
新戦力発掘プロジェクトとして「ママインターン」制度の

推進に努めている。女性の職業訓練、スキルアップはもとより、区民
の声を活かすという副次的な観点からも、区役所内でこの制度に取

り組むべき、と提案しました。

②男性の育児休暇の促進を！
他区ではトップダウンで育児休業を取ることを推奨した結果、男性職
員の取得率が大幅に増加した。本区においても、男性職員の育児
休業取得率向上に向けた取組みを進めるべきと考えるが、どうか。

「本茶会」ワークショップ開催します！

「子育て支援について考える」
台東区の子育て支援がどのようになっているのか？
区役所で実施する施策の多くは、議会に報告され
ます。いま、区ではどんなことが課題なのか、最新の
情報を元にお話しませんか？


